
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．１０２４ 
２０１６年１１月２７日 
電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

 

熊本市中央区手取本町１-１ 3 階 

下位   

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 
 

 

１１月９日、産業文化会館解体

と花畑広場整備の違法性を問う

約２年にわたる住民訴訟が結審

しました。判決は、来年２月１日

午前１１時１０分に出される予

定です。 

 

現在の市役所とほぼ同時期に

建設された産業文化会館は、７０

０席の中規模ホールを要し、年間

３０万人が利用するなど、花畑・

桜町一帯の賑わいを支える重要

な役割を果たしていました。 

しかし、花畑再開発の破たん

後、２０億円をかけ、産文の解体

と花畑広場構想を打ち出した幸

山前市長。 

こうした市の方針に対し、市民

は、まだまだ使える産業文化会館

の解体差し止め（解体後は支出の

返還）を求め、住民訴訟を起こし

ました。約２年にわたりたたかわ

れてきた裁判は、１１月９日、

原告代理人の寺内大介弁護士

が最終弁論を行い（詳細は裏

面）、結審となりました。 

 

【これまでの経過】 

２０１３年１２月…産文解体・花畑

広場整備中止を求める住民監査請求

を提出 

２０１４年２月…住民監査請求が却

下 

２０１４年３月…産文解体・花畑広

場整備中止を求める住民訴訟提訴 

２０１４年５月…第１回口頭弁論 

２０１６年１１月…結審 

２０１７年２月１日…判決  

 

 

今回の一般質問は、本会議場が

被災し使用できないため、予算決

算委員会室で行われます。 

市役所１階のロビー北側のモニ

ターやインターネット中継で傍聴

することができます。 

熊本地震からの復興や出張所再

編などについて、質問する予定で

す。ぜひ、傍聴ください。 

 

●  熊本地震について 

●  出張所の再編について 

●  ＭＩＣＥ施設について 

● 国民健康保険について 

● 立野ダムについて 他 

【
控
室
か
ら
】 

武
蔵
校
区 

秋
フ
ェ
ス
タ 

 

 
 

や
ま
べ
ひ
ろ
し 

  

去
る
１１
月
５
・
６
日
、
地
元
武
蔵
校
区
で
恒
例
の
「
秋
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
昔
遊
び
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
様
々
な
文
化
行
事
な
ど
を
通
じ

て
地
域
住
民
と
の
交
流
を
は
か
る
主
旨
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

 

５
日
の
前
夜
祭
で
は
、
武
蔵
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
作
成
の
紙

灯
ろ
う
に
よ
る
「
武
あ
か
り
」
と
地
域
の
皆
さ
ん
で
奏
で
ら
れ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
秋
の
夕
べ
を
彩
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
高
校

生
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
影
絵
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は

観
客
の
皆
さ
ん
も
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
灯
ろ
う
の
あ
か
り
が
風
で
吹
き
消
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
癒
し
の
揺
ら
ぎ
が
会
場
を
包
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

翌
６
日
は
、
地
元
老
人
会
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
竹
細
工
や
折
り
紙
な
ど
の
昔
遊
び
、
ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
る
食
バ
ザ
ー
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
毎
年
人
気
な
の
が
、
熊
本
県
建
築
労
組
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
木
工
教
室
」
で
す
。
本
立
て
や
脚
立
、
漆
喰
を
使

っ
た
手
形
の
レ
リ
ー
フ
な
ど
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
イ
テ

ム
に
い
つ
も
順
番
待
ち
の
列
が
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く

親
も
一
緒
に
な
っ
て
、
作
品
づ
く
り
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。
完

成
品
を
手
に
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
げ
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
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 2 年の見直しの度に増えてきた保

険料は、負担が重く、ここのところ

横ばいです。 
＜保険料の算定方法＞ 
  保険料＝所得割額＋均等割額 
  ＊所得割額は、所得に保険料率をかける 

   ＊均等割額は、金額を広域連合で決定 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 後期高齢者医療制度は、医療費抑

制のため、75 歳以上の高齢者を別建

ての医療保険制度にし、医療の内

容・受診を控えるか、もしくは保険

料を引き上げるかを迫るという、過

酷な制度です。国へも声を上げなが

ら、今以上の負担増を許さず、軽減

の拡充を求めていきましょう。 
 また、800 円 
の後期高齢者健 
診費の負担軽減 
もすすめるべき 
です。 

産文会館解体・花畑広場整備のムダづかいをただす住民訴訟 

 
 

原告代理人 寺内大介弁護士が最終弁論 

増え続けてきた高い保険料や健診料などの負担軽減が必要 

寺内弁護士は、熊本市が主張し

ている①産文解体により中心市街

地全体の活性化につながる、②熊

本城と新市街を結ぶ動線が確保で

きる、③産文跡地だけでは狭く、

隣接する２棟の民間ビルを買収し

なければならなかった、④壁のよ

うな民間ビルがあれば、熊本城か

ら花畑広場に向かう視界が遮ら

れ、人の流れが阻害されるなどに

ついて、その根拠がないことを指

摘。 

そのうえで、「産業文化会館は、

熊本市産業の振興並びに市民の生

活及び文化の向上を図るため設置

され、人材の育成、雇用の促進、

市民文化の振興など重要な機能を

有していましたが、花畑広場は、

こうした重要な目的、機能をまっ

たく代替し得ません。とりわけ、

１０５畳の小ホールや固定席７０

０席の大ホールを失ったことによ

り、地元の文化団体・個人（日舞、

洋舞、邦楽、演劇、落語等）が練

習場の確保に苦慮し、後継者育成

にも大きな支障をきたしていま

 

す。」と産文会館が果たしてきた

役割を改めて主張。 

さらに、「会館の受付や地下の

レストラン街を初め入居団体に

おいて多くの雇用を生み出して

いましたが、会館の解体により一

気に雇用の場を失いました。消費

額を唯一の価値基準とする被告

の姿勢では、政令都市熊本の未来

は開けないことを強調し、熊本市

長のムダづかいをただす判決を

下されるよう期待する」と最終弁

論を行いました。 

 ２年にわたる住民訴訟は、この

日で双方の主張が出されたとし

結審しました。判決は、２月１日、

午前１１時１０分に言い渡され

ます 

上野みえこ議員が「県後期高齢者医療広域連合議会議員」になります 

＊広域連合議会は、市長の代表・８人、町村長の代表・8人、市議会議員の代

表・8人、町村議会議員の代表・8人の32名で構成されています。 

後期高齢者医療、住民の立場での制度運用を 
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